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生きた備えについて	

防災推進の街づくり仲間の会	


　　　　　　　　副代表　鹿島義之	


　前回は自然災害での減災について書き
ましたが、今回は「備え」について書きます。

備えとは用意・準備・警戒という意味です。
ここでは用意・準備について考えたいと思
います。事例としては２６年１１月の長野県

北部地震での白馬村、２７年５月の口永良
島の噴火でそれぞれ犠牲者０となったこと

は、生きた「備え」があったとのニュースと
なりました。	

　当会は災害に強いまちづくりのため、自

分の命は自分で守る「自助」、地域での助
け合い「共助」が必要である事を訴える活
動をしてきました。今般防災訓練をいなげ

やとの合同で、１０月６日(火)に実施するこ
とで決定しました。今回は近隣地域の

人々に多数参加を呼びかけ、訓練のメ
ニューも前回より充実し、その中で「備え」
の重要性についても理解を深める活動を

して行き、目に見える活動の一環になれ
ばと思っています。道程はまだ進んでいな

いが、少しでも地域の人に行動することで
一歩でも前に進んでいきたい。	


真夏の神代植物園	

　ふるさとの森自然観察会	


　　　　　　　　　　代表　小林敏孝	


　先月７月１５日真夏の自然観察会に参加
しました。今回は神代植物園に朝１０時集

合で、参加者は１０名でした。	

　予約した女性のベテランガイドと待ち合
わせ２時間、楽しく勉強ができました。スイ

レンとハスの花の咲き方の違いや、ボタン
とシャクヤクの見分け方等、他にも色々な

園内の植物について解説して頂き、参加
者は大変喜んでいました。当日の素晴らし
い世界最大のコンニヤクが展示してあり、

観察しましたが、後日テレビで花が咲いた
ことと、その時の臭いが話題となっていまし
た。	


　散策の後集まった方全員で深大寺のお
いしいソバを食べて大変楽しい一日でし

た。次回は１０月５日に田無の東大演習林
で約４００種の木や植物について東大の
先生の講習会を予定しておりますので、

皆さまの参加をお待ちしております。	


他山の石	

監事　縄田敬二郎	


　過日、日本最大の世界的な電気メー
カーが不正経理を行った事が発覚し大き
な話題となりました。多くの顧客にも迷惑

をかけ世界市場にも影響を与えました。	

　当会が、１４年間国分寺市にて活動出

来たのは、特定非営利活動法人として会
員の方から会費を頂き、さらに事業を行う
ため補助金を申請し、定款にある目的を

達成すべく、各々の部門にてご活躍を頂
いたお蔭であります。	


　また当会は営利活動を行っていません
が、今後とも各人が「他山の石」として行
動されますようお願い致します。	


　なお、当会は今後も西恋ヶ窪緑地(Ｘ山)
の保存維持等を図り市民、会員、皆様の
期待に沿いたいと思います。	


第２回女性による森の自然観察会	

東大演習林の散策と観察(ガイド予定)	

日時・集合場所：	


　　平成27年10月5日(月)※雨天中止	

　　西国分寺駅南口噴水前	


行き先：	

　　西東京市緑町1-1-8	

　　電話042-461-1528	


参 加 費：500（保険代含む)	

申込締切：9月30日(木)	


申込方法：往復ハガキに住所、氏名、	

　　　　　　　年令、電話番号を記入	

申込先:〒185-0035	


　　　　　国分寺市日吉町2-7-6	

　　　　　自然観察会　小林敏孝	

	


	

	


「八王子城址の歴史散策」参加者募集	

　国史跡の八王子城址を訪ね、戦国時代
の雰囲気を漂わせた山城の歴史を学ぼう。

(雨天決行、ガイド付)	

日時・集合場所	


　平成２７年１０月２日(金)8時30分	

　西国分寺駅南口噴水前	

行　程	


　西国分寺駅～高尾駅～(バス)霊園前～	

　ガイダンス施設～御主殿跡～北条氏照	


　及び家臣墓～宗関寺～高尾駅(15時頃	

　解散予定)	

参 加 費：400円	


持 ち 物：昼食、飲物、雨具、敷物等	

申込締切：9月23日(水)必着	

申込方法：往復ハガキに参加者全員の	


　　　　　住所、氏名、年令、電話・携	

　　　　　帯番号、メールアドレス明記	


申込・問合先	

　〒１８５－００１４	

　国分寺市東恋ヶ窪3-34-72 土田秀郎へ	


　℡ ０４２－３２３－７１６５	


身近な環境用語・制度(東京都環境公社資料から)	

東京都の保全地域制度	

　都内に残された貴重な自然環境を保全することが目的で、	

・自然環境保全地域(１地域)	


・森林環境保全地域(１地域)	

・里山保全地域(４地域)	


・歴史環境保全地域(６地域)	

・緑地保全地域(３８地域)があります。	


豆知識(東京都環境公社資料から)	

東京都内には、５０カ所の保全地域がありますが、国分寺市には、
緑地保全地域として、	

・国分寺姿見の池緑地保全地域	


・国分寺崖線緑地保全地域	

があります。	


特に際立つのは、歴史と緑に象徴される八王子市は、緑地保全
地域・里山保全地域が点在しています。	




9月の行事予定

2日(水)グリーズ・ツアー・ウオーク下見

 9:00 府中本町駅

7日(月)多摩に歩く会下見「平林寺」

9:00 西国分寺駅集合

9日(水) 森の教室指導者養成講座

9:00 恋ヶ窪公民館

森の教室運営委員会

13:30 恋ヶ窪公民館 

12日(土) 幹事団体執行部会議

10:00 恋ヶ窪公民館

合同連絡会議

13:30 恋ヶ窪公民館

野川源流自然再生設立準備会

       15:00 恋ヶ窪公民館

13日(日) 環境ひろば 

10:00 室内プール３階会議室

17日(木) 防災教室(防災会)

10:05 第九小学校校庭

19日(土) 日吉町町内会定例会

13:30 第五小学校相談室

20日(日) 森の自然塾(参加者は9:30)

8:30 西恋ヶ窪緑地中央

22日(火) 指導者養成事業

9:30 西国分寺駅南口噴水前

27日(日) 動植物調査(国分寺市環境部)

10:00 姿見の池緑地

27日(日) 防災推進の街づくり仲間の会

14:00 定例会 第九小図書室

28日(月) 野川源流自然再生設立準備会

13:30 恋ヶ窪公民館

30日(水) 会報配布準備(印刷は13:30)

14:00 恋ヶ窪公民館

国分寺エックス山の	

抜け殻しらべ中間報告	


NACS-J 自然観察指導員 小久保雅之	

　国分寺市エックス山の抜け殻調査を２００

９年に皆さんと一緒に始めてから７年目を
迎えた。	

　８月１６日に「森の自然塾・冒険隊」に参

加した子供達と保護者、スタッフで、今
シーズン第２回目のセミの抜け殻調査が行

はれた。「セミの抜け殻しらべ市民ネット」の
手法に基づき、８月２日に行はれた第１回
目に続く第２回目の調査で、９月５日に第３

回目の調査を行うことにしている。毎年、北
側突起部の普通人が入らない根笹や下草

が一面に生えた場所(Ａサイト)とベンチや
テーブルがあり人が自由には入れる中央
広場(Ｂサイト)の２個所で調査を行っている。

エックス山のセミの種構成の特徴はヒグラ
シの比率が多く、ニイニイゼミが殆どいない
ことである。今年も８月１６日までの２回の調

査で合計９９８個の抜け殻が採取され、そ
のうち１２０個がヒグラシであった。また、Ａ

サイトＢサイトを比べると、Ａサイトでミンミン
ゼミやツクツクボウシが多く、４種のセミがバ
ランスよく羽化していることがわかる。アブラ

ゼミはどんな環境にも適応できるが、他の
セミは様々な環境に影響を受けやすいよう

だ。ここ数年アブラゼミの比率が増えている。
萌芽更新」や安全管理上の老木の伐採が、
太陽光の入り方や地面の乾燥状態に変化

をもたらし、明るい場所を好み、地面の乾
燥にも強いアブラゼミの増加と関係してい

る可能性がある。様々なセミがバランスよく
棲息するＡサイトは、セミ以外の生きものに
とっても貴重な生息場所、生物多様性の

豊かな林であることが推測される。このよう
な自然環境を我々の子供や孫達に残して

いくことが大切であることを、再認識させら
れる場所である。	


セミの抜け殻調査	

自然塾リーダー　伊達人教	


　８月１６日にセミの抜け殻調査を行いまし
た。お盆の時期で、子供達は、今までに比
べ少ない参加でしたが、保護者、スタッフも

加わり、大勢でセミの抜け殻調査を行いま
した。今回はスタッフの勉強会もかねて、全

員に７種類のセミの抜け殻と資料を用意し
て、勉強会に臨みました。	

　クマゼミ、ニイニイゼミ、ヒグラシ、ツクツク

ボウシは何とかわかりましたが、アブラゼミと
ミンミンゼミの区分が難しい。	


　でも子供達はちゃんと理解して分類して
いました。子供はスゴイ。	

　抜け殻さがしは保護者も夢中になって、

高い所の抜け殻を子供が見つけ、保護者
に取ってもらうなど、協力して、たくさんの抜
け殻を採取していました。	


　最初、セミの抜け殻を触るのが怖いといっ
ていた子供も、スタッフの指導もあり、セミの

分類ができるようになりました。	

　親子で抜け殻が何の種類か、オスかメス
かで意見が分かれ、指導員に見てもらうと

娘さんの見方が正しく、お父さんにダメだし
をするなど、微笑ましい光景も随所に見ら

れました。	

　今回のセミの抜け殻探しは、いろんな意
味で、夏休みのよい思い出になったのでは

ないでしょうか?	


セミを調べて	

自然塾指導者　冨村隆子	


　生憎お盆休みに重なって今までに比べ、
出席者の少ない「自然塾」となりましたが、
私達スタッフの勉強も兼ねる事となりました。	


　子ども達と共に講師の小久保先生のお
話を聴き、セミの種類、オス・メスの区別を

調べて、それぞれ数を確認する。大変充実
した時間となりました。	

　８月２日に毎年恒例となっている抜け殻

調査の一回目を、同じエリアで行いました。
(小久保先生とスタッフの方、伊達・角田さ

ん、私)。その時もアブラゼミが一番多かっ
たのですが、その中でオスが圧倒的に多
いのが印象的でした。２週間後の自然塾当

日には、メスの方が約１.３倍に増えていま
した。つまりオスは先に 地上に出て、メスを
待っているという事です。植物においても

雄花が先に咲くとか。種の保存のための自
然の摂理でしょうか。森の中には神秘的で

感動がたくさんあります。	

　９月５日に３回目(今年最後)の抜け殻調
査を行います。どんな発見があるでしょうか。

楽しみです。	


森の自然塾「冒険隊」開催　 27年8月16日(日) 


